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１．概要（Summary） 

近年普及が進んでいる熱溶解積層(FDM)式 3Dプリン

タは，従来の射出成形などの3次元成形手法と異なり，微

小領域内で固化した樹脂の積層により所望の構造を形成

する．そのため，微小領域内でのプラスチックの固化現象

が製品の性能に大きな影響を及ぼすと考えられる．本課

題では，数十〜数百マイクロメートルオーダーでのプラス

チックの固化過程の可視化・評価に用いるマイクロデバイ

スを制作した．光学顕微鏡と近赤外分光イメージングによ

る可視化・評価を行うため，可視光から近赤外光の波長

範囲で高い透過性を有するポリジメチルシロキサン

(PDMS)を用いて，ガラス基板上にマイクロ流路を形成し

た．  

 

２．実験（Experimental） 

・利用した主な機器 

レーザー直描装置，レジスト現像装置，ウエハスピン洗

浄装置，真空蒸着装置，両面マスクアライナー，ドライエッ

チング装置，簡易 SEM。 

・実験方法 

 レーザー直描装置を使用してマスクブランクス上に流路

パターンを描画し，現像，エッチングを行うことで，フォトマ

スクを作製した．スライドガラスに Al 蒸着を施した基板に

ついて，フォトレジストを塗布し，マスクアライナーを用いて

フォトマスクのパターンの転写を行い，原盤を作製した．

PDMSを，離型処理を施したレジスト原盤上に塗布し，流

路パターンを転写した．得られた PDMS フィルムを別の

PDMS フィルムまたはスライドガラスに接着し，所望の流

路を得た． 

 

３．結果と考察（Results and Discussion） 

得られたレジスト原盤について簡易 SEM を用いて，形

状の観察を行った．シリンジ接続部と流路の境界付近の

SEM画像を Fig. 1に示す． 

 

Fig. 1 SEM image of SU-8 micro pattern. 

 

 接続部近傍でも，レジストパターンがきれいに形成でき

ており，流体を流路に導入する際に漏れが起こりにくいと

考えられる．作製した流路について近赤外分光イメージン

グを試みた．近赤外スペクトルから，流路内の流体の有無

を可視化することができたが，流路サイズ・密度が観察範

囲に対して大きすぎたため測定に膨大な時間を要した．

固化過程の観察にはより微小な流路の形成が必要である

と考えられる． 
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